
　７月18日、県に対する令和２年度重点事業要望説明会を開催
しました。今年度は、最重点事業５件のほか、重点事業５件を
要望しました。また、五所川原圏域定住自立圏の中心市として
２市４町の共通の課題については広域要望として説明しました。

◎医師確保対策について（継続・広
域要望）

　五所川原圏域における安全・安心
な医療を確保していくため、当医療
圏におけるそれぞれの医療機能を担
う専門医、在宅医の確保をお願いし
たい。
　　　　　　県では、つがる西北五
　　　　　広域連合が、自治体病院
の機能再編成が進んでいる地域とし
て、医師確保についてモデル事例と
して配慮してきたところであり、圏
域の常勤医師数増加の成果が着実に
上がっている。地域医療構想の推進
にあたっては、今後とも、つがる西
北五広域連合がリーダーシップを発
揮し、急性期機能の充実と在宅医療
への積極的な取り組みを進め、地域
の方々が安心して医療を受けられる
体制づくりや、中核病院からサテラ
イト医療機関への医師派遣の支援シ
ステムを構築するための総合診療医
を育成する仕組みづくりなど、具体
的な検討を進め、更にはこれらの取
り組み等を通じて圏域内のへき地医
療拠点病院、へき地診療所への支援
をお願いしたい。
◎津軽自動車道の整備促進について
（継続・広域要望）
　津軽自動車道の早期全線開通なら
びに現在供用されている浪岡五所川
原道路の冬期における緊急車両等の
安定した通行確保に向けた付加車線
の整備をお願いしたい。
　　　　　　津軽自動車道は、国直
　　　　　轄事業により「浪岡五所
川原道路」15.7㎞、「五所川原西バ
イパス」3.8㎞、「鰺ケ沢道路」3.7㎞の、
合計23.2㎞が供用されており、津軽
自動車道の未供用区間である「柏浮
田道路」は、平成30年度に新規事業
化され、今年度は、道路設計、用地
調査が行われることとなっている。
また、浪岡五所川原道路の付加車線
設置事業は、平成24年度から進めら

れており、今年度も引き続き、供用
に向け、改良・舗装工事が行われる
こととなっている。今後も地元の皆
さんと一体となって整備促進が図ら
れるよう国に働き掛ける。
◎七里長浜港への大型旅客船の誘致

について（継続・広域要望）
　五所川原圏域への観光客の誘致、
交流人口倍増、地域経済の活性化の
ため、七里長浜港への大型旅客船誘
致に向けたポートセールスの充実に
ついてお願いしたい。
　　　　　　七里長浜港は「世界自
　　　　　然遺産白神山地」や「立
佞武多の館」等の津軽地域の観光地
へのアクセスが良いことから、平成
９年にロシア客船が初入港して以来、
大型旅客船がこれまでに11回入港し
ている。引き続き、適切な時期に浚
渫（しゅんせつ）を実施することで、
受入環境の整備に努めるとともに、
地域の魅力のＰＲや、ポートセール
スの展開など、七里長浜港利用促進
協議会と連携を図っていく。
◎スマート農業の推進について
　（新規）
　ロボット・ＡＩ・ＩｏＴ等のスマ
ート農業技術を組み入れた新たな営
農技術体系を確立し、農作業におけ
る省力・軽労化や、若者にも魅力あ
る農業を展開させるために①「県研
究機関、市町村および生産者を構成
員とした専門的な研究グループの設
立」②「ＲＴＫ－ＧＰＳ基地局の整
備」③「ドローンパイロットの育成
のためのソフト面の支援」について
特段のご配慮をお願いしたい。
　　　　　　県では、スマート農業
　　　　　を推進するため、これま
で自動走行田植機やドローンなど先
端農業機械の実演会や実証試験を行
い、その効果を生産者に啓発してき
た。今年度は、国のプロジェクト事
業を活用し、試験研究機関や生産者、
機械メーカーなどと連携して現地実
証に取り組んでいる。また、ＧＰＳ
基地局の整備については、国に対し、

ほ場整備事業のメニューに加えるよ
う提案しており、ドローン教習受講
経費への助成も行っている。
◎インバウンド誘致推進について
　（新規）
　観光産業を発展させることによる
交流人口の拡大、地域活性化および
観光消費による所得の向上に繋げる
ため、青森県、西北津軽地域への海
外からの旅行機運の醸成と誘客支援
について特段のご配慮をお願いした
い。
　　　　　　海外からの旅行機運の
　　　　　醸成については、サイク
ルモードインターナショナルへ継続
出展するほか、サイクリングマップ
を配布するなど、西北エリアを含め
た青森県内のサイクリングコース等
について、国内外への認知度拡大を
図る。海外からの誘客支援について
は、トップセールスをはじめ、海外
の旅行会社や航空会社などを直接訪
問し、本県の魅力あふれる観光素材
等をＰＲし、商品造成を働きかける
など、積極的なプロモーション活動
を展開し、西北地域をはじめとする
県内各地域の魅力や特徴を生かした
誘客の促進に取り組んでいく。台湾
への県産品販路拡大については、台
湾との定期便就航を好機と捉え、観
光分野と連携した「青森」ブランド
の強化を図ることにより、東アジア
への輸出参入企業と輸出品目の増加
を推進していく。

▽若者の定住促進の基盤となる「し
ごと」関連施策の更なる推進と連
携について

▽青森テクノポリスハイテク工業団
地漆川への企業誘致促進について

▽国道339号の整備促進について

▽主要地方道屏風山内真部線の整備
促進について

▽一級河川岩木川水系における治水
事業の促進について
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